説教要旨「安息」
聖書：ヘブライ４章１－１０
4:1 だから、神の安息にあずかる約束がまだ続いているのに、取り残されてしまったと思われる者があなたがたのうちから出ないように、気をつけましょう。4:2 というのは、わたしたちにも彼ら同様に福音が告げ知らされているからです。けれども、彼らには聞いた言葉は役に立ちませんでした。その言葉が、それを聞いた人々と、信仰によって結び付かなかったためです。

4:3 信じたわたしたちは、この安息にあずかることができるのです。「わたしは怒って誓ったように、／『彼らを決してわたしの安息に／あずからせはしない』」と言われたとおりです。もっとも、神の業は天地創造の時以来、既に出来上がっていたのです。4:4 なぜなら、ある個所で七日目のことについて、「神は七日目にすべての業を終えて休まれた」と言われているからです。

4:5 そして、この個所でも改めて、「彼らを決してわたしの安息にあずからせはしない」と言われています。4:6 そこで、この安息にあずかるはずの人々がまだ残っていることになり、また、先に福音を告げ知らされた人々が、不従順のためにあずからなかったのですから、4:7 再び、神はある日を「今日」と決めて、かなりの時がたった後、既に引用したとおり、／「今日、あなたたちが神の声を聞くなら、／心をかたくなにしてはならない」とダビデを通して語られたのです。

4:8 もしヨシュアが彼らに安息を与えたとするのなら、神は後になって他の日について語られることはなかったでしょう。4:9 それで、安息日の休みが神の民に残されているのです。

4:10 なぜなら、神の安息にあずかった者は、神が御業を終えて休まれたように、自分の業を終えて休んだからです。
　詩篇９５篇７－１１を引用して、ヘブライ人への手紙の著者は、モーセに反抗し、神に不平不満を露わにしたイスラエルが４０年間荒れ野に留められ、結局ヨシュアとカレブ以外は誰も約束の地カナンに入ることができず、荒野で屍を晒したと指摘し、そのように不信仰な者は安息にあずからなかったのであるから、そのような者にならないようにと警告をしていました。４章１でそのことが繰り返して語られます。神の安息から取り残される者があなたがたの中から出てこないように気をつけなさい。私たちはそのように勧告を聞きました。
　ところで、安息とは何かを先ず考えなければなりません。安息とは文字通り「休み」を意味します。今日、休日が多くなりました。わたしの子どものころに比べて休日の数は倍近くになっています。しかし、仕事をしないで済ませることのできる人はごくごく少数で、大半の人間は働かなければなりません。かつては、多くの人たちは厳しい労働に従事していました。一日の大半の時間を仕事に費やし、残りの時間は睡眠と食事のため使うと、もうほとんど時間は残っていない状態でした。
過酷な労働に従事しなければならない人は今日でも多くいます。そのような人にとって、休みは休息であり、安息でありました。休みは貴重ということができるでしょう。そして、ここでは「神の」安息と記されています〔１節〕。神が与えられる安息です。ここでいう安息は単に労働から一時解放される休息を意味しているだけではありません。もっと豊かな内容を含む休息です。文字通り完全な意味での安息です。信じた者が得られる安息とは、究極的な救いを意味しています。
　私たちの人生はさまざまな労苦という重荷を背負って歩んでいるといえるでしょう。その重荷は人によって異なります。ある人には病苦、苦悩、葛藤、悲哀といった重荷であるでしょうし、また、孤独、孤立も大きな重圧となります。不安と恐怖も私たちの心を責め苛む重荷です。対人関係、対社会的な不和、軋轢もしばしばいい得ないような労苦となります。このように私たちの人生は重荷を背負ってそれこそひょろひょろと歩むかのようです。このような悩み多い人生からの解放こそ神の安息ということができるでしょう。この神の安息から漏れ出ることがないようにというのがこのヘブライ人への手紙の趣旨であるに違いありませんが、だから、既に漏れてしまった人を切り捨てるために書かれているとは決して思えません。
まして、兄弟姉妹の中で既に信仰からはなれ、教会の群れから離脱してしまい、時には不信仰を公言しているような人たちに、決別を語っているのでもなく、あるいは彼らの滅びを宣告しているのでもありません。今は背教している者であっても、彼らは呪われている、などという不気味なことを語っているのではありません。むしろ、逆のことが記されています。
　なぜか。ヘブライ人への手紙の著者は、神の安息そのものは今もあると語り、だから、明らかに不信仰に陥った者でも、異端というべき集団に行ってしまった者でも、神の安息そのものは残存しているといい、だからその安息があるうちに、神の安息＝救いに入るようにと語ろうとしていると思います。

　そのために、ヘブライ人への手紙では二つの根拠を提示しています。先ず、第一に、創世記２章８－９を挙げようとしています。神は６日間で天地を創造されます。そして、７日目を休まれたと記されています。これから日曜から土曜までの１週間が繰り返されるようになったという面が受け入れられています。イスラエルは十戒の第４戒を毎週土曜日になると一切の仕事を休まなければならないと理解をしました。ところがここではそのような一般に考えられているような週ごとの時間の区切りの聖書的根拠とは違う重要な真理を読み取らなければならないことを教えられます。
　
神は確かに６日間創造の業を行なわれました。そして７日目を休まれたのですが、その後はずっと安息日だというのです。実際、エデンの園で起きていたように、神が６日で創られた園で最初の人類であるアダムとエバが安らかな平安な日々を過ごしていました。そこには豊かな実りがあり、アダムは地を耕しますが、それは労苦に満ちた苦渋の労働などではなく、休み＝安息そのものでした。厳しい過酷は仕事ではなく、エデンは楽園であり、そこでの日々は楽しく幸いなものでした。
神は創造された世界を安息の世界とされたのです。しかし、アダムが罪を犯したために、エデンを追放され、彼自身は汗して働かなければならず、それでも十分な食料を獲得することができなくなります。人生は苦しみの道を歩むものとなります。しかし、ヘブライ人への手紙の作者の言いたいことはそれでも安息が消滅したのではない点です。安息そのものは残されています。
　この考えは私たちの信仰の大先輩であるカルヴァンの主張でもあります。彼は十戒を説明する場合、特に第４戒について、その儀式面は廃棄されたといいます。ユダヤ人たちは安息日を厳しく遵守しようとしてさまざまな規定さえ作りました。一日何キロメートル以上歩いてはならない、その日は煮炊きをしてはならないとか、安息日の規定は厳密に守ろうとしました。私たちがピューリタンの末裔でもありますので、安息日＝日曜日の礼拝をたいへん重視する伝統を引き継いでいます。
確かに安息日礼拝をなおざりにするところからしばしば信仰の崩壊が起きます。その点で第４戒を守ることは重要です。しかし、ともすれば、安息日さえ守っておればそのほかの日々はどうでもよいとか、世俗的なことに時間を用いてしまうというようなことも起きます。カルヴァンは、キリスト以降、毎日が安息なのだと主張します。ただキリスト信者が礼拝のため便宜上にキリスト復活の記念日である日曜日を安息日として守るのだとも主張します。毎日が安息日であり、どの日でも安息日礼拝を守ることができる。これがカルヴァンの教えです。

　今は毎日が安息日である、つまり、神の安息はなおも残されています。
　もう一つの聖書的根拠が説明されます。そこで言われているのは、エジプトを脱出した人を神の安息にあずからせないといわれたが、安息にあずかるべき人は残っていたとの指摘です。
詩篇９５で言われているように確かに神とモーセに反抗したイスラエルは荒れ野で屍をさらすことになりました。それで神の安息そのものが消滅したのかとヘブライ人への手紙の著者は問題にしているのです。８節で言われていますように、ヨシュアはイスラエルを率いてカナンの地に入ることができました。カナンは神の約束の地、乳と蜜の流れる地でした。そこはエデンと同じように神の安息の地、また、救いの成就する地でした。ということは、神の安息そのものは残ったということを示しています。神はモーセやその他の人々の死をもって安息を消し去られたのではありません。そして、詩篇９５でダビデ自身が荒れ野での出来事を取り上げて、モーセから数百年過ぎたダビデの時代でも、神の安息そのものは残っていて、だからこそ、その安息から漏れることにないようにと、ダビデが警告していること自体、神の安息は尚残存していることを示しているといわれるのです。もうなくなっていたらダビデがそんな警告を語ることもないのです。
詩篇９５が書かれたとき、それはダビデが詩篇を書いたそのときが「今日」なのですが、今日、そのような警告を発すること自体神の安息そのものはあることを示しています。だから、私たちにとっての「今日」つまり、このヘブライ人への手紙を学んでいる今のとき、この瞬間でも神の安息はなくなっているのではないのです。だから、今日、私たちはこの神の安息から漏れてしまうことにならないように警戒をしなければならないのです。
ヘブライ人への手紙が書かれたときもそうでしたが今も同じように、信仰から離れていく人がいました。偽教師の教えに惑わされて最初の確信を失ってしまった者もいました。また、古い先祖の宗教に縛られてキリスト教会に留まることをためらう者もいました。いろいろな理由で信仰の離反者がいました。この部分でヘブライ人への手紙の著者はそのことを意識し、神の安息そのものはどんな信仰の喪失という事実があっても失われることはないというのです。
　神の安息は神の創造の６日の翌日から今も存続しています。それは決して失われることはありません。それどころかこの神の安息は完成します。この世が終わり、すべての人が復活させられる時、キリストに属する者たちはこのまことの完全な安息に入ることができます。私たちには想像することもできない完全な救い、安息が待っています。この完成するであろう安息そのものは停止したわけでもない、消滅したわけでもない、真実に残っています。
　とすればどうなのでしょうか。神の安息そのものは残っているのですから、この完成するべき安息日を必ず神の民に与えられます。今は不信仰のゆえに神から離れている者がいるかもしれません。確かに現状はとても危険です。しかし、いったん信仰を失ってしまったからどうしようもないかというとそうではないのです。イスラエルが４０年間荒れ野をさまよったのはその間神に立ち返るためでした。彼らは荒れ野で屍をさらしましたが、もし信仰に立ち戻っていたらどうなのでしょうか。神の安息はなくなっていたのではありません。
　イスラエルはカナンの地に入ります。入った後でも不信仰に陥る人はいたでしょう。ダビデの時代でもそうでした。しかし、安息そのものがなくなったわけではありませんから、神の言葉を聞いて受け入れるものは神の安息に入ることができました。神の安息は残っています。だから、今という時に神に立ち返って欲しい、これがこの手紙の著者の思いであったと考えていいと思います。私たちも周囲には、まだキリストの福音を信じていない人がいます。しかし、彼らのためにも神の安息はまだ遺されていますから、彼らの救いのために祈るべきです。(この項おわり)
